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はまぐち 

31号 

伊勢市立伊勢宮川中学校だより 

 連日のように三重県の新型コロナウイルス感染者数が 500 人を超えるレベルで報告

されています。自分の身近に PCR 検査や抗原検査を受ける人が増えてきたと感じてい

るかもしれません。先生たちもそう感じています。保護者や地域の皆さんもそう感じて

おられると思います。 

「いつ、誰が罹
り

患
か ん

しても不思議ではない」状況が迫ってきたと言えます。 

 市内の小中学校でも感染者報告が続いていますが、保健所による行動歴などの確認結

果から、学校活動への影響はないと判断され、通常授業を続ける事例が増えてきました。

１つの学級内で感染拡大の可能性があると判断された場合には学級閉鎖、学年の複数学

級の場合は学年閉鎖、異なる学年の場合は臨時休校という段階で対応していくとのこと

です。（文部科学省もその見解です。） 

 学校生活や家庭での日常生活で行動として気を付けるべきことは、これまでもみんな

はしっかりと実行してきました。本当によく頑張っていると思います。このたいへんな

状況の中で、３年生は昨日までに私立高校の全受験を無事に終えることができました。

保護者の皆さんにはお子さんの受験に向けて体調管理やサポートをしっかりとしてい

ただき、心より感謝申し上げます。 

２月２日(水)には、県立高校前期選抜試験があります。何とか、全員がもうひと山越

えてくれるようにと願う毎日です。 １,２年生のみんなも応援していてください！ 

裏面の写真に注目を！ 「植物の力」 
みんなへ 保護者の皆様へ  

みんなに 心してほしいことがあります 
上にも書きましたが、新型コロナウイルス感染症に「いつ、誰が罹患しても不思議では

ない」状況です。伊勢宮川中のみんなはその現実にどう向き合うことができるのか、心
配しつつも、「みんななら大丈夫！」という強い思いがあります。 

 これまでもみんなは、保護者の方、学級担任や教科担当の先生、部活動顧問の先生か
ら、いろいろな場面で「人を思いやること」の大切さについて学んできたと思います。こ
の厳しいコロナ禍の中にあって、私たちは「人としてどう生きるか」を問われているように
思います。みんながしんどい今、「自分が陽性者になったらどうしよう。」「家族が罹患
したらどうしよう。」「受験を無事に終えられるだろうか。」など、たくさんの不安があ
ると思います。みんなよく似た思いでいるのではないでしょうか。 

そんな時だからこそ、自分自身や身近な人を守るために登校をひかえることを選択し
た仲間や、みんなの健康のことを考えて「念のために。」と自宅で待機することを判断

した仲間とともに、「一緒に乗り越えよう！」という気持ちがあってほしいです。授業配信
を希望する人があれば先生たちはすぐに対応してくれています。そのことも知っておい
てください。 

これからも「自分がしてもらったら嬉しいこと」や「自分が言ってもらったら元気が出るこ
と」が仲間に「できる」「言える」伊勢宮川中の生徒でいてほしいです！ 
そして、心配なこと、不安なことがあったら遠慮せずに先生たちに相談してください。 



  

 

 

 

 

    

 必ず春は来る！ 

制限ばかりのこの状況がすでに２年も続き、気持ちが少しし

んどくなってきたという人もいるかもしれません。そんな時

は、身近な仲間や大人（先生や家族の皆さん）に相談してほし

いと思います。言葉にすることで気持ちが楽になるかもしれま

せん。そろそろ春の兆
き ざ

しが見えてくる頃です。学校の中にも頑

張って根を伸ばす植物を見つけました。 
夏から挿してあったツル植物に「根」が！ 

  もう一度心に！ 三重県からの発信 （令和３年夏に配付） 

【おわび】 
前号の淺井琥桃さん
の全国大会出場記録
として、女子三段跳
（８位）を記載してお
りませんでした。情報
を追記させていただ
きます。 


